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投稿書評

Bruno Nassim Aboudrar 
Comment le voile est devenu musulman 

Paris, Flammarion, 2014.

伊達聖伸
Kiyonobu Date 

Résumé
À quelle religion le voile est-il lié ? Aujourd’hui, l’image de ce dernier se 

rapporterait presque exclusivement à l’islam. Face à cette idée reçue, ce livre se 
propose de dévoiler un grand paradoxe caché dans l’histoire du voile. C’est le 
christianisme avec saint Paul qui prescrit aux femmes le port du voile pour des 
raisons religieuses, tandis que le Coran n’y accorde pas de grande importance, le 
voile féminin au temps de Mahomet étant, selon l’auteur, non pas religieux mais 
culturel. Or, le port du voile féminin n’a pas connu d’essor culturel en Occident, 
alors qu’il s’est développé en Orient jusqu’à être mêlé à la religion musulmane. 
Et quand ces deux mondes se sont rencontrés, le voile qui servait à se rendre 
invisible est devenu une image, finissant par montrer la dissimulation.

Quand l’auteur insiste sur le caractère non religieux du voile à l’origine de 
l’islam, il a recours à l’exégèse féministe dont les musulmans ne seraient pas 
unanimes à reconnaître la légitimité. On pourrait aussi s’interroger sur les critères 
adoptés pour distinguer le civil du religieux. Cependant, c’est une étude très 
originale d’une grande érudition, s’appuyant sur divers textes, peintures, statues 
et photos. En tant que spécialiste d’esthétique, l’auteur contourne les débats 
sensibles de la laïcité ou du féminisme, en envisageant la question du voile par le 
biais des régimes de visibilité.

2007年 6月 8日付の『ルモンド』紙に 1枚の写真が掲載された。髭を蓄え
たイスラーム主義者が、部屋のなかの長椅子に腰をかけて、鋭い眼光でカメ
ラを睨みつけている。彼の右手は隣に座っているブルカ姿の女性の肩に置か
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れている。彼女の左手は彼の右膝に添えられ、仲睦まじいカップルのようだ。
彼女の顔はカメラのほうを向いている様子だが、完全に覆われているので実
のところはよくわからない。いわば「秘匿を誇示」するこの写真に、著者ブリュ
ノ・ナッシム・アブドラが違和感を覚えたことが、本書の出発点になっている。
男女の仲のよい様子を見せる振る舞いは、伝統的なイスラームの教えと齟齬
を来たしているのではないか。ムスリム女性は、室内で夫の前にいるのであ
れば、ヴェールを被る必要はないはずだ。写っているのはいわゆる「イスラー
ム原理主義者」と呼ばれる男女だが、写真の構図にはキリスト教的なカップ
ルの概念が投影されている。そもそも写真という図像自体がイスラーム的と
は言えないのではないか。
私たちの多くは今日、ヴェールを着用する宗教と聞けば、真っ先にイスラー

ムのことを思い浮かべるだろう。だが、著者によれば、ヴェールはイスラー
ムに固有のものだったわけではない。歴史のなかでそうなったのだ。その経
緯を、本書は解きほぐそうとする。
『旧約聖書』にヴェールが登場する箇所は少ない（創世記 24章、38章、雅
歌 4章など）。紀元 70年のエルサレム神殿崩壊後、離散ユダヤ人のなかには、
土地の習慣にしたがってヴェールを身につける女性もいたが、それはトーラー
によって定められたものではない。バビロニアのタルムードには、女性はつ
ねに頭部を覆うと記され、頭部を露出したまま外出した場合には、男性はそ
の女性と離縁することもできたが、そのような「違反」は「品のなさ」と見
なされたのであって、「不敬虔」とされたわけではない。
それまで慣習にすぎなかった女性のヴェールに、はじめて「宗教的」な意

味を持たせたのはパウロである。「男は誰でも祈ったり、預言したりする際に、
頭に物を被るなら、自分の頭を侮辱することになります。女は誰でも祈ったり、
預言したりする際に、頭に物を被らないなら、その頭を侮辱することになり
ます。女が頭に物を被らないなら、髪の毛を切ってしまいなさい。女にとっ
て髪の毛を切ったり、剃り落としたりするのが恥ずかしいことなら、頭に物
を被るべきです」（コリント信徒への手紙一 11章 4-6）。
また、アレクサンドリアのクレメンスは『教育者』のなかで、女性の身体

の美しさが男性の心を奪う罠にならないよう、女性はくるぶしを顕わにせず、
頭を覆い顔にヴェールをするようにと述べている。さらに、テルトゥリアヌ
スは『処女のヴェール』を著し、ヴェールによって女性の慎みを守ることを
説くと同時に、ヴェールは女性が従属的な地位にあることの象徴であるとし
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た。このように、男性への従属のしるしとして、そして宗教的な意味合いを
持つものとしてのヴェールを最初に規定していたのは、キリスト教であった。
イスラームでは、『コーラン』の 2箇所でヴェールへの言及がある。24章「光」

31節では、女性信者が「美しい部分」を人に見せず、「ヴェールを胸まで垂らす」
ことが規定されているが、頭髪や顔を隠すようにとは書かれていない。33章
「部族連合」53節では、信者が預言者の妻に話しかけるときはヴェール越しに
行なうべきことが命じられている。59節では、神は預言者の妻と娘、そして
信者の妻に対し、「ヴェールで身体を包み込む」ことを命じているが、それは
その女性が誰であるかを知らせ、害されることを防ぐためである。アブドラは、
ここでのヴェールは、社会的序列を示し、男性が言い寄らないようにする機
能を果たすものであって、女性の男性への従属を示すものでも、固有の意味
で宗教的なものでもないという。著者は、モロッコの社会学者ファーティマ・
メルニーシーやチュニジアの歴史学者ラティファ・ラクダールの名を挙げて、
20世紀後半以降のフェミニズム的なコーラン解釈を紹介し、ヴェールの規定
は長いあいだ女性の男性に対する従属を正当化するのに用いられてきたが、
イスラームにおける女性蔑視はムハンマドの時代のことではなく、それ以後
の時代に「作られたもの」とする見解を支持する。そして、ヴェールは『コー
ラン』全体のなかではごくわずかな位置しか占めておらず、ムハンマド自身
もヴェールを望んでいなかった可能性があると示唆している。
だとするならば、ヴェールの宗教史には大きな逆説があることになる。著

者は言う。「女性のヴェールは、キリスト教の宗教性の核心部分に触れるもの
だが、ヨーロッパでは修道院を除けば文化的に発達することはなかった。一方、
それはイスラームにおいては、宗教的なものではなく文化的なもの、さらに
言えば状況的なものにすぎず、『コーラン』も『ハディース』も女性のヴェー
ルにさほど重要性を与えていないが、それが社会やイスラーム法のなかで歴
史的な発展を遂げたために、この宗教に内在するものであると思われるよう
になり、イスラームの象徴と見なされるに至ったのである」（p.66）。
また、ヴェールがムスリム女性の象徴と見なされるようになった経緯とし

ては、植民地主義時代に西洋人の入植者が彼女たちにどのような眼差しを注
いでいたのかを理解することが重要である。アルジェリア総督のビュジョー
元帥は、「アラブ人は妻をわれわれの視線から隠すため、われわれにはとらえ
がたい」と述べている。アラブ人女性は、あまり外出せず、外出時にはヴェー
ルを着用するため、西洋人男性の目にとまりにくい。
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その現実の不在をイメージで補ったものとしての絵画に著者は注目する。
オリエンタリズムの画家ジャン＝レオン・ジェロームの「ブルサの大浴場」
（1885年）は、ハマムの女性たちを描いたものだが、街中では出会えない女性
たち、ヴェールを被って足早に通り過ぎる女性たちが、ここでは裸体で提示
されている。画家自身が女性のハマムに立ち入ることができたはずはないが、
このアカデミックなタッチの絵は、あたかも画家がこのような情景を実際に
トルコで見てきたかのようなメッセージを伝えている。絵の前景中央部には、
肌の白いアラブ女性と黒人女性が身を寄せ合い、同性愛と乱れた風俗のイメー
ジを喚起する。それは当然、植民地主義を正当化する論理と親和的であった。
同じ画家の作品「カイロの奴隷市場」（1871年）は、豊かな商人が若い女性

を「購入」するに際して「身体検査」をしている想像上の場面を描いたものだ。
裸にさせられた女性の足元には、彼女が着ていた衣服やヴェールとおぼしき
ものが脱ぎ捨てられている。この絵の構図は、娼館での「品定め」の情景を
思わせる。現実においては「近づくことのできないアラブ女性」が、絵画表
象において「金で買える女性」に変換され、身体を隠す目的を持ったヴェー
ルが、身体を晒す

4 4 4 4 4

道具として使われている。
著者は、植民地主義時代の写真や絵葉書も題材に議論を進めている。絵画

では、実際には見ていない女性の身体を理想化して描くことができるのに対
し、写真は生身の身体をレンズでとらえる。若い女性（さらには少女）がヴェー
ルをアクセントに用いながら局部を晒すような写真は、非合法のポルノに相
当するものだが、裏では出回っていた。一方、絵葉書に収まるのは、理想化
された身体でも、密かに撮られた身体でもない。植民地の写真と絵葉書の販
売を手がけたレナート・ラングドック社の絵葉書のなかには、地方色を表わ
す衣類としてのヴェールをまとった若いアラブ人女性を写したものがある。
アブドラは、そのうちの 2枚を並べて提示してみせる。ひとりは目とその周
囲そして鎖骨の辺りだけをのぞかせて、あとはヴェールで覆っている。もう
ひとりは、頭髪と顔の下半分を覆い、頭から白いハイク（長衣）を被りなが
らも、豊かな胸をはだけている。西洋男性の欲望のうちでは、一方の女性は
いつでも他方の女性に置き換わりうるのだと著者は指摘する。
このような植民地主義的な状況を受けて、19世紀末から 20世紀前半にかけ
て、イスラーム世界の一部では脱ヴェール化が進むことになる。そこには近
代的であることを内外に知らしめる狙いがあった。フランス人ダルクール公
爵は『エジプトとエジプト人』（1893年）において、イスラームは進歩と無縁
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であるという主張を展開したが、エジプトの法学者カシム・アミンはフラン
ス語でこれに反駁し、ナショナリズムの立場から女性の脱ヴェール化とイス
ラームの両立を説いた。イスラームのフェミニズムの歴史に名を残すフーダ・
シャーラーウィーは、1923年にローマでの女性大会から帰国の途に着いた際、
ヴェールを着用せずにカイロの人びとの前に現われた。1928年に建立された
マフムード・モクタールの記念像「ナフダ・ミスル」（エジプトの覚醒）は、
スフィンクスを従えた女性が自分の頭にかかったヴェールを外す瞬間を形象
化したもので、シャーラーウィーを連想させる。エジプトの脱ヴェール化は
国家が推進した政策ではないが、アタテュルクのトルコやレザー・ハーンの
イランでは、権威主義的な政治権力の主導でヴェールの着用が禁止された。
独立戦争下のアルジェリアでは、フランス人女性たちが「国民の和解」を

演出しようとして、アラブ人女性のヴェールを外す儀式を行なっている。著
者が的確に指摘しているように、表向きはムスリム女性の解放に見えるこの
行為は、実際には反乱を挫いて再び彼女たちを従属させようとする振る舞い
にほかならない。また、文化の「遅れ」を示すものとされて「軽蔑」の対象
であったヴェールは、独立戦争下のゲリラ活動をカムフラージュする道具と
して用いられることで（ジッロ・ポンテコルヴォ監督の「アルジェの戦い」）、「恐
怖」の対象ともなった。アルジェリアでは、女性がヴェールを脱いで「西洋流」
に自由になることは、かえって社会的な疎外をもたらすことになった。
チュニジアでは、独立の英雄ブルギバ大統領が 1966年、民衆の女性のヴェー

ルを取り外すシーンをビデオに撮らせ、ライシテに基づく民主的な社会づく
りを進めている様子を見せている。モロッコでは、1947年にムハンマド・ベ
ン・ユースフ（スルタンのち国王ムハンマド 5世）の娘ラーラ・アイシャ（当
時 17歳）が、頭髪を見せる格好で女性教育についての演説を行なっている。
ただし、頭には白いマンティーラがのっており、伝統的風習とヨーロッパ近
代を融合させている。ここには、フランス政府や西洋社会に向けて、近代的
なモロッコをアピールする王室の戦略的な意図が透けて見える。
著者によれば、ヴェールの着用が今日のヨーロッパ人を戸惑わせるのは、

見通しのよさを好むヨーロッパの視覚の体系と不協和音を生むからだという。
ヨーロッパでは長いあいだ、修道院や喪の期間を除けば、社会生活のなかで
ヴェールが着用される機会は少なく、おもにイメージのなかで存在してきた。
一方、オリエント世界では、ヴェールは現実に存在していたが、イメージと
しては表象されないできた。2つの世界が出会うことで、視覚と表象の体系は
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撹乱された。複製が容易な写真の氾濫は、イスラーム世界の権力者に顔を持
たせた。ヴェールの運命は、膨張する西洋とそれに対する反応のあいだで揺
れ動き、もともとは見られないために

4 4 4 4 4 4 4 4

身につけられていたはずのものが、隠
4

していることを見せる
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

機能も果たすことになったのである。
本書の特色は、このような経緯を古今東西のさまざまなテキストや美術作

品、写真や絵葉書を通して解明している点にある。ヴェール問題は、この 4
半世紀にわたってフランス社会を賑わせてきた。フランス独特の政教分離と
言われるライシテや、フェミニズムの観点からヴェール問題を扱った研究は、
論争的なものも含めて多いが、パリ第 3大学で美学を講じるブリュノ・ナッ
シム・アブドラは、熱い議論の場からは意識的に距離を取り、博学ぶりを大
いに発揮しながらこの問題に独特の観点から切り込んでいる。
ヴェールはイスラームのものに「なった」と主張する著者は、預言者の時

代のヴェールの規定は必ずしも宗教的なものではなかったという命題を支持
する。ただし、それはフェミニズム的なコーラン解釈に依拠しているもので、
多くの賛同を得られるかは定かではない。そこで宗教的と非宗教的を分ける
基準にも、曖昧さが残るように思われる。
それでも、視覚と表象の体系に注目する本書はユニークで、見せない

4 4 4 4

はず
のヴェールが見られる

4 4 4 4

ことによって、さまざまな交錯や反転が起こった様子
が、豊富な事例とともに示される。一枚の布を介して権力と社会関係が、そ
して異なる文明の交流が浮かびあがる。

［付記］ブリュノ・ナッシム・アブドラ教授は 2014年 6月 30日（月）、上智大学ヨーロッ
パ研究所と外国語学部フランス語学科の共催で、「ムスリムとヴェール――秘匿と誇示
のあいだ」と題する講演を行なった。講演内容は本書と大きく重なり合うもので、評者
は逐次通訳をした。 

上智大学におけるブリュノ・ナッシム・アブドラ教授講演（2014年 6月 30日）
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